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平
成
二
十
四
年
十
二
月
定
例
会

建
設
企
業
委
員
会
委
員
長
報
告

十
三
番

野
本

靖
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
か
ら
、
本
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
建
設
企
業
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
諸
議
案
の
審

査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
建
設
企
業
委
員
会
決
定
報
告
書

の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
委
員
会
に
お
い
て
論
議
さ
れ
、
市
当
局
に
要
望
い
た
し
ま
し
た
主
な
る
事
項
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

初
め
に
、
指
定
管
理
者
関
連
議
案
で
あ
る
、
議
案
第
百
三
十
九
号

長
野
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
議
案
第
百
四
十
号

長
野
市
厚
生
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
議
案
第
百
四
十
一
号

長
野
市
若
者
向
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
議
案
第
百
四
十
二
号

長
野
市
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
議
案
第
百
六
十
二
号

長
野
市

営
住
宅
宇
木
団
地
ほ
か
百
九
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

市
で
は
、
来
年
度
か
ら
信
州
新
町
地
区
及
び
中
条
地
区
の
市
営
住
宅
等
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
に
合
併
し
た
地
区
の
市
営
住
宅
等
に
は
、
一
足
先
に
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
、
管
理
者
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
住
人
も
お
り
、
管
理
運
営
に
つ

い
て
一
部
で
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
前
は
役
場
の
窓
口
で
気
軽
に
公
営
住
宅
に
関
す
る
相

談
が
で
き
ま
し
た
が
、
合
併
後
は
、
そ
の
よ
う
な
相
談
も
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
る
信
州
新
町
地
区
及
び
中
条
地
区
の
市
営
住
宅
等

の
住
人
に
対
し
、
管
理
者
が
変
更
に
な
る
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
合
併
地
区
の
支
所
に
お
い
て
も
、
市
営
住
宅
等
の
相
談
に
来
ら
れ
た
方
の
対
応
に
つ
い
て
配
慮
し

て
い
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
継
続
し
て
指
定
さ
れ
る
市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
電
話
対
応
な
ど

大
変
親
切
で
あ
る
と
の
声
も
あ
る
一
方
、
住
人
が
空
き
家
の
草
刈
り
を
依
頼
し
た
際
、
市
に
連
絡
す
る

よ
う
言
わ
れ
た
と
の
声
も
聞
こ
え
て
お
り
ま
す
。

新
た
に
信
州
新
町
地
区
及
び
中
条
地
区
の
百
七
十
九
戸
の
市
営
住
宅
等
の
管
理
が
加
わ
り
ま
す
が
、

市
と
指
定
管
理
者
が
連
携
し
、
今
ま
で
以
上
に
き
め
細
か
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま

し
た
。

次
に
、
議
案
第
百
四
十
四
号

長
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
議
案
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
に
供
用
開
始
予
定
の
茶
臼
山
動
物
園
北
口
駐
車
場
か
ら
北
口
ゲ

ー
ト
ま
で
を
結
ぶ
モ
ノ
レ
ー
ル
の
使
用
料
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

茶
臼
山
動
物
園
は
、
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
森
を
設
置
し
た
効
果
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
の
入
園
者
数
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は
二
十
三
万
人
を
超
え
、
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の
料
金
は
、
動
物
園
の
入
園
料
と
は
別
扱
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル

の
料
金
と
入
園
料
を
セ
ッ
ト
に
し
て
割
引
な
ど
行
え
ば
、
更
に
多
く
の
入
園
者
数
も
期
待
で
き
ま
す
の

で
、
今
後
検
討
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
議
案
第
百
七
十
一
号

工
事
委
託
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
（
長
野
駅
自
由
通
路
本
設
化
等
工

事
）
に
関
連
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
の
新
幹
線
金
沢
延
伸
を
見
据
え
る
中
、
新
し
い
駅
ビ
ル
の
建
設
も
含
め
、
長
野
駅
善

光
寺
口
駅
前
広
場
の
大
規
模
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
市
で
は
公
共
サ

イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
と
中
心
市
街
地
歩
行
者
用
案
内
標
識
整
備
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
の
で
、
長
野
駅
を
降
り
た
人
々
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
案
内
標
識
を
よ
り
分
か
り
や
す
い
場
所

に
設
置
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
上
下
水
道
局
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

市
営
水
道
の
水
道
管
は
、
昨
年
度
末
で
法
定
耐
用
年
数
の
四
十
年
を
超
え
て
い
る
老
朽
管
が
約
百
七

十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
管
は
約
一
千
七
百
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
こ
れ
ら

を
解
消
す
る
た
め
の
工
事
に
は
、
一
千
四
百
億
円
を
超
す
費
用
が
か
か
る
と
試
算
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

上
下
水
道
局
で
は
、
今
年
度
が
水
道
料
金
の
見
直
し
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
上
下
水
道
事

業
経
営
審
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
老
朽
管
等
の
現
状
や
財
政
推
計
な
ど
を
踏
ま
え
、
水
道
料
金
の
見

直
し
に
つ
い
て
審
議
中
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

適
正
な
水
道
料
金
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
老
朽
管
等
の
現
状
や
水
道
事
業
の
経

営
状
況
な
ど
を
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
度
立
ち
上
げ
た
独
自
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
も
含
め
て
様
々
な
手
段
に
よ
り
、
広
く
周
知
に
努
め
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。


